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　懲然は，人間を含めたあらゆる生物の生存の基盤です。特にわたくしたちにとっては，食糧

生産など生産活動の場として，また良好な生活環境を確保し，豊かな人間性を育む場として永

続的に活用していかなければなりません。

　しかしながら，近年，ややもすると無秩序な開発行為により自然が破壊され生活環境がしだ

いに悪化しつつあり，自然環境の保全が強く要請されるにいたっております。

　そこで，これからは科学的な研究を通して自然界の法則をよく認識したうえで，自然保護と

の調和のとれた開発を図るとともに，すでに破壊された自然を創造し，良好な自然環境を保持

していくよう努めなければなりません。

　本県におきましては，自然に対する科学的な調査として，すでに親存構生図及び植生自然丁

丁を刊行したところでありますが，今回，潜在自然植生図の一部をここに刊行するはこびとな

りました。

　本志は，緑の復元の指導函ともいうべきものでありますので，自然保護の実施並びに県土の

利用にあたっての基礎資料の一つとして広く活用されることを期待するものであります。

　「長野県の潜在自然櫃生図一第1集」の刊行にあたり，多大の御尽力をいただいた横浜国立

大学の宮脇昭博士ならびに本調査に終始御努力をいただい屑需州植物生態研究グノレープの諸先

生，および横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室の諸先生に深甚なる謝意と敬意を

表する次第であります。

ユ977年3月

長野県知事 夢離6聖
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　　　　　　　　　　　　　まえがきE血茎・圭tung

　我が国で自然保護，環境保全の問題が本格的に認識されはじめてから数年を経た。少くとも

言葉の上では，かつての開発という二葉に雌応ずるほど知られるようになった。しかし，個々

の問題については，いわゆる開発と自然保護が鋭く対立しているところも少くない。また国土

全体として，さらに県や地域全体における自然と人間の持続的な共存関係の保証，その枠内で

の地域住民のより豊かな生活環境を築くための基本原理や処方については統一された研究成果

や見解はまだ少い。

　できるだけ残されている自然や自然環境を保護・保全することは地域住民の持続的な生存環

境や，かけがえのない自然資源を維持するための基本的な前提条件である。

　反面，我々が生きてゆくためには，とくにβ本の屋根とも呼ばれる長野県の中で過疎化のは

げしい山間部の県民たちが，時代に応じた便利で豊かな文化生活を営むためにはある程度の自

然の利用，都市化や産業の発展も考慮されなければならない。たとえ最低限度内での道路整イ蔵

観光利用諸施設の建設，町づくり，新しい産業立地づくりに際しても，人問活動がつづけられ

るかぎり，必然的にある程度の自然への干渉，変化，破壊は避けられない。今日の環境問題と

は今まで人問活動による自然破壊，環境汚染がそのまま放置されてきたところに問題がある。

　したがって，これからの地域計画，下土計画に際しては，生態学的，植物社会学的な植生調

査結果や，その成果を基礎とした自然診断図一植生図一周前提となる。すでに，長野県では，

県下全域について1971年から本格的な植生調査紀1果を基礎にまとめられ園化されている現存植

生図（長野県の植生図一季『〔物社会学的研究第1集～第3集1973・1974・1975，箔色植生図1：

50000）を基礎に自然環境の保全策が講じられている。同時に，人問の様々な干渉によって破壊

された自然や，自然植生が変化させられた代償植生地や裸地では，積極的な自然の圓復，それ

ぞれの立地の潜在能力に応じた緑の環境創造がきわめて重要な課題となる。

　生きもの一植生一を使っての自然環境の創造には，植物群落とその生育環境との秩序にそっ

て行なわなければ成功しない。また一時的なものでなく，間違いなく生育，発展し，時問と共

に益々安定して多様な自然環境の保全，その土地固有の飽きない景観を形成させる“本物の緑”

とは，立地特有の潜在自然植生の顕在化された郷土の森に象徴されるような自然植生である。

　したがって，自然環境の保全，その枠内での自然の賢明な利用には現存植生図と共に，それ

ぞれの立地の潜在自然植生の具体的な配分が地図上に図化された潜在自然植生図の作製が重要

になってくる。今B世界の文明諸国では、自然環境の保護・保全と，より豊かな市民の生活環
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境を改善するための生態学的な基礎図として現存植生図と潜在自然植生図の同縮尺による図化

が広く行われている。

　まだ我が国でも，比較的自然度の高い植生や自然域が残されている長野県は，必然的に，よ

り自然開発，観光開発，さらに産業，交通，都市開発などの人為的干渉の諸圧が全域にわたって

加えられてくる危険性が高い。

　1971年，自然破壊，環境の汚染問題が我が国で提起されると同時に西沢権i～郎長野県知事は，

その新しい自然保護行政，環：境政策の重要な基礎鵬としての植生図作製の重要性を国に先がけ

て認識された。そして，長野県全域の現地踏査による植生調査と，その結果を基礎とした植生

図の作製を計画され，今日まで強力に推進してこられた。

　1960年から羽田健三教授のもとで信州大学植生学研究グループを形成し，長野県下各地の植

生調査を続けてこられた実績を基礎に信州大学羽田健三教授を代表とする長野県植生麹作製調

査団が組織された。すなわち，信州大学植生研究グループと，日本各地の植生調査と現存およ

び潜在自然植生図の研究を続けている横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究窒貝とが

調査団の主な構成貫となり長野県下各地の現地踏査をくり返しながら現存植生図にひきつづき，

ここにやっと潜在自然植生図の発表をみるにいたった。

　思えば2000～30007π級の日本の代表的高山，山岳に囲まれて地形が複雑で広大な長野県下全

域を対象とした息の長い椹物社会学的な植生調査結果を基礎に潜荘窃然植生図の完成までもっ

てこれたのは西沢知事をはじめとする長野県当局の熱意によるもので心から感謝したい。とく

に歴代の長野県生活環境部長，環境保全課長はじめ関係された諸嘗の御努力に感謝する次第で

ある。とくに広瀬修係長には，本調査の計画当初から今日まで，時には現地調査に同行されな

がら，たえず激励いただいた。

　羽田健三団長には，高所・大所から植生調査団の意気の向上や調査の実施・まとめに際して

は，つねに強力な推進者としてり一ダーシップをとって戴いた。同教授の御好意と御尽力に重

ねて厚くお礼申上げる。また，信州側，横浜側の両調査闘の方々は，きびしい現地調査，連巳

の組成表作製作業や植生図化，膨大な資料の整理，まとめなどの根気のいる室内作業にも長い

間御努力戴いている。あわせて謝意を表したい。以下に調査分担者および責任：執筆老を載げた。

本文のまとめにあたっては佐々木寧が作業を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　横浜国立大学教授理学博士宮　　　　脇　　　　　昭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（環境科学研究センター植生学研究窒）
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　松田行雄（松本市立女鳥羽中学校）

　八　幡　泰　平（北安曇郡白馬北小学校）

　横　内　文　人（松本市清水小学校）

　山崎　 惇（小諸市立芦原中学校）

　浅　原　　　協（塩尻市立丘中学校）

御岳山・加子母

●奥　田　重

　佐々木　　　寧（　　　　同

　堀　田　一　弘（　　　　同

　大　野　啓

　横内文人（松本市清水小学校）

　松　田　行　雄（松本市立女鳥羽中学校〉

　清水照雄（中野市二二宮中学校）

　柳　沢　俊　失（南佐久郡川上中学校）

寧（横浜国立大学環境科学研究センター）

）

洋（横浜国立大学環境科学研究センター）

弘（横浜国立大学環境科学研究センター）

一（広島大学理学部植物学教室）

三（宮崎県延岡市養護学校）

俊（横浜国立大学環境科学研究センター）

　　　　　　　　　　　上　　　　）

　　　　　　　　　　　上　　　　）

一（広島大学理学部植物学教室）

王X　　ノ」・滝・攻少高山

　　●鈴　木　邦　雄（横浜国立大学環境科学研究センター）

　　　和　田　　　清（信州大学教育学部教育工学センター）

　　　中　山　　　洌（南佐久郡川上第二小学校）

　　　柳　沢　俊　央（南佐久郡1目上中学校）

　　　高見沢　　　誠（佐久市岩村田小学校）

9一




